
（3）候補地区詳細図

榴岡・花京院地区【行政発意A型】

視点１ 都心部の国際競争力と防災性の向上

変 更 後

（2）変更内容（案）

【用途地域】商業地域の容積率の600％→700％
（一部の地域）一部400％→700％

【防火・準防火】準防火地域→防火地域

（1）変更内容（案）

【用途地域】商業地域の容積率の500％→600％
（一部の地域）400％→600％

【防火・準防火】準防火地域→防火地域

（3）変更内容（案）

【防火・準防火】準防火地域→防火地域
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文教地区の見直しについて
【文教地区とは】
居住環境と教育環境の保護を図るために

指定される特別用途地区であり、本市では、
東北大学、宮城教育大学、東北工業大学周
辺の区域397haに指定しています。
用途地域（第二種中高層住居専用地域、

第二種住居地域）の制限に加え、まーじゃ
ん屋、ぱちんこ屋等の風俗施設、物販店舗
等の立地を規制しています。

【青葉山エリア周辺の位置づけ】
昭和41年（1966年）指定当初の「学びの環境保

護」の考えに沿った土地利用が概ねなされている一方
で、都市計画マスタープラン策定以降は機能集約型の
市街地形成に向け、青葉山エリア周辺に都市機能とし
て求められる役割も変化してきています。
現在は「国際学術文化交流拠点」として位置付けら

れ、また歴史・公園・文化・観光など様々な分野にお
いて重要な役割を担ったエリアとなっています。

【見直しの考え方】
既存の文教地区の考え方を継承しつつ、国際学術文化交流拠点としてふさわしい土地利用が図られる
よう、都市機能の誘導についてさらにエリアを「文化・交流ゾーン」及び「学術・研究ゾーン」に分け、
エリア特性に応じた見直しを行います。

視点2 国際学術文化交流拠点として都市の魅力を創造・発信する青葉山周辺の
新たな文教エリアの実現

◆文化・交流ゾーン（国際センター駅周辺）
立地適正化計画における機能拠点として、都心
と隣接する地理的な特性を活かしながら、文化と
交流の活動・発信を支える都市機能の集積を図る
ことで国際文化交流拠点を形成する。

◆学術・研究ゾーン（川内～青葉山周辺）
これまでの文教地区の性格を継承しつつ、一定
規模の生活利便施設を立地可能とするとともに、
東北大学等を中心とした学術研究機関の土地利用
増進を図ることで国際学術研究拠点を形成する。 文化と交流の

活動・発信の拠点
↓

国際文化交流拠点

生活利便性の向上・
学術研究機関の機能増進

↓
国際学術研究拠点

現在の指定状況

東北大学
青葉山キャンパス

宮城教育大学 川内駅
国際センター駅

東北大学
川内キャンパス

仙台市
博物館

宮城県
美術館

青葉山駅

東北大学
青葉山新キャンパス
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東北大学川内キャンパス地区【行政発意A型】
宮城教育大学周辺地区【行政発意A型】 川内地区【行政発意A型】

変更内容（案）

【特別用途地区】文教地区
→(仮称)国際文化交流拠点地区※

※用途地域で制限される劇場等の立地を
可とする緩和型特別用途地区

川内駅 国際センター駅

大町西公園駅

西公園

仙臺緑彩館

仙台市
博物館

川内萩ホール

東北大学
川内キャンパス

宮城県
美術館 県立仙台

第二高等学校

仙台国際センター

川内郵便局

③東北大学川内キャンパス地区 ④宮城教育大学周辺地区
変更内容（案）

【特別用途地区】文教地区（第二種中高層住居専用地域）
→(仮称)国際学術研究拠点地区

※物販店舗面積を500㎡以下とする制限を外す

⑤川内地区
変更内容（案）

【特別用途地区】文教地区（第二種住居地域）
→(仮称)国際学術研究拠点地区

※物販店舗面積を500㎡以下から1500㎡以下に変更する
（一部の地域）用途地域を第二種中高層住居専用地域(200/60)

→第二種住居地域(200/60)に変更
宮城県立
美術館

仙台市
博物館

国際センター駅
川内駅

東北大学
川内キャンパス東北大学

青葉山キャンパス

宮城教育大学

青葉山駅
東北大学
青葉山新キャンパス

国際センター駅周辺地区【行政発意A型】

変 更 後

2

3
54

− 12 −



青葉山公園地区【行政発意A型】

東北大学青葉山・青葉山新キャンパス地区【行政発意B型】

宮城県立
美術館

仙台市
博物館

国際センター駅
川内駅

東北大学
川内キャンパス東北大学

青葉山キャンパス

宮城教育大学

青葉山駅

宮城県
美術館

仙台市
博物館

国際センター駅
川内駅

東北大学
川内キャンパス東北大学

青葉山キャンパス

宮城教育大学

青葉山駅

変更内容（案）
【特別用途地区】文教地区（第二種中高層住居専用地域）

→文教地区の指定を外す

変更内容（案）

【変更の方向性】
青葉山キャンパスの文教地区（特別用途地区）を外し、

青葉山新キャンパスと一体で、理工学系を主とした学術・
研究特有の施設等、国際的な学術・研究機能の誘導を図る
※用途地域（全て準工業地域に変更等）や青葉山新キャンパス
地区計画（区域拡大、既存制限の緩和等）を今後検討

変 更 後

変 更 後
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東北大学
青葉山新キャンパス

東北大学
青葉山新キャンパス



八木山地区【行政発意A型】

変 更 後

現 在

仙台城南高等学校

tbc東北放送

仙台城南高等学校専用グラウンド

仙台向山高等学校

東北工業大学

(3)変更内容（案）

【用途地域】第二種住居地域（200/60）
→第二種中高層住居専用地域（200/60）

【特別用途地区】文教地区（第二種住居地域）を外す
【高度地区】第３種高度地区→第２種高度地区

(1)変更内容（案）

【特別用途地区】文教地区（第二種住居地域）を外す

(2)変更内容（案）

【用途地域】第二種住居地域（200/60）
→第一種低層住居専用地域（80/50）に変更

【特別用途地区】文教地区（第二種住居地域）を外す
【高度地区】第３種高度地区→第１種高度地区

tbc東北放送

仙台城南高等学校専用グラウンド

仙台向山高等学校

東北工業大学

仙台城南高等学校
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